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28 年 9 月 30 日

【PLAN（計画）】

～

無

【DO（実施）】

※財源内訳中の「その他」には、保険料・寄付金・基金・利用料等の収入を記入しています。
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内線

流域関連公共下水道汚水管維持管理事業

部局名

　汚水管渠の計画的な点検や調査を行うことで、陥没事故、管路閉塞、浸入水等を防除する。又、巡回パトロー
ル及び市民の通報等により、速やかに管路施設損傷箇所の補修・改善を行い、事故の未然防止及び施設の機能
回復を図る。

　認可面積　A=117ha、整備済面積　A=105.8ha、整備済延長　L=13,820m、処理計画区域人口　1,563人、処理
区域人口　1,559人、普及率　99.7％
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　衛生的で快適な生活と良好な環境を保全維持していくために、汚水施設の適切な維持管理を継続的に実施し
て、十分にその機能を発揮させる。
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個 別 計 画

施設維持管理（補修）事業（義務）

大村湾南部流域関連大村市公共下水道事業計画

酒井　敦勢 内線

会計 大村市下水道事業会計
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＜様式１＞

【CHECK（評価）】

※事業類型が１～３に該当する事業については妥当性及び有効性の評価は記入しておりません。

【ACTION（改善・改革】

意
見
等

内
容

※１次評価は事業担当課長等、２次評価は２次評価委員会によって行われます。

２
次
評
価

【必要性】

高い やや高い

対象外

【コスト】

【負担割合】

　当事業は、他の公共施設管理者と連携して同時施工で実施したり、年間委託工事により路面補修工事を発注する等によりコ
スト縮減に努めている。今後も公共工事コスト縮減対策大村市新行動計画に基づき、さらなるコストの縮減を図る。

見直しの余地なし

削減の余地なし

事業が抱える問題・課題等

有
効
性

事業の進捗状況
昨年度の評価から、どのような取組
をしましたか（昨年度の【ACTION】
の改善・改革の進捗等）

　下水道管渠に起因する陥没等の事故を未然に防ぐため、県道、市道においては、道路管理者との連
携を図った。

妥
当
性 【市の関与】 高い

やや低い

やや高い やや低い

内容
今後の方向性のもとで、どのような
取組をするか（課題や問題点等に
対する取組など）

　市民からの通報件数は少なく、事業成果が上がっているものと思われる。今までどおり汚水管施設を
適切に維持管理することにより、陥没事故の防止、公衆衛生の向上、市民の安全で快適な生活を確保
する。
　定期的に管きょ内の汚水量を観察し、不明水の発生範囲の把握に努める。

効果
事業の改善・改革によって期待され
る効果は何か

　路面陥没による事故防止や、施設の耐用年数を延ばすことができる。又、水洗化により、悪臭の無い
快適な生活ができる。

効
率
性

今後の方向性

見直しの余地あり 該当なし

　維持管理費は、下水道法の規定で補助対象外となっていることから、その費用は下水道使用料を徴収することで賄っており、
現在のところ見直しの余地はない。

削減の余地あり 該当なし

１
次
評
価

今後の方向性

終期設定

現状維持

終期設定

今後の方向性

高い やや高い【施策貢献度】

【事業成果】

やや低い

やや低い

該当なし

　近年、施設の経年劣化に伴い、不明水が増加傾向にある。

高い やや高い 低い

低い

該当なし

低い 該当なし

低い 該当なし
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